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まず始めに、第1四半期の総拢についてご
報告いたします。 
 

2012年3月期第1四半期における業績は既
存店が順調に推移し、計画通りの進捗となり
ました。 

 

さらに、重要指数である挙式披露宴単価は
前年からの上昇基調を継続し、直営店におい
ては400万円を超える結果となりました。 
 

また、新規出店店舗や、提携案件等の業績
も堅調に推移し、成長への足固めが進んでお
ります。 
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連結損益計算書の概要です。 
 

当四半期連結会計期間におきましては、既
存店の業績が順調に推移し、すべての項目に
おいて計画を上回る結果となりました。 
 

売上高は概ね計画通りに推移し、前年同期
と比較して290百万円増加し、11,481百万
円、2.6%の増収となりました。 
 

また、今期は事業基盤構築の最終年度とし
て人材及び商品・サービス力強化への投資を
継続するとともに、中長期的な成長に向けた
投資も行っております。一方で効率的な運営
を進めており、販管費は5,757百万円（計画
比 -193百万円）となりました。 
 

その結果、営業利益は428百万円（計画比 
+228百万円）、経常利益は323百万円（計
画比 +223百万円）、四半期純利益は159百
万円（計画比 +109百万円）となりました。 



続きまして国内ウェディング事業の売上高の内訳を
ご説明いたします。 
 

直営店は、東日本大震災の影響が懸念されたもの
の、取扱組数は計画通りに進捗いたしました。 
 
挙式披露宴単価も上昇基調を継続しております。こ
れはお客様のウェディングスタイルの多様化に応じた
提案力の向上や、受注進捗の順調な推移によるもので
あります。 
 

また、緻密なマーケティング活動による地域特性に
応じた施策を展開した他、クオリティを高めた料飲メ
ニューや付帯商品の拡充を行ったことも寄与いたしま
した。 
 

その結果、単価は前年同期と比較して123千円増の
4,010千円となり、上昇基調が続く中、4,000千円を
超えました。 
 
業界では画一的なパッケージプランや過当な価格競
争が展開されておりますが、当社は挙式披露宴単価を
重要指標と捉え、今後も、一組一組のお客様の想いを
汲み取った、クオリティを重視した挙式披露宴の実現
にこだわり続けてまいります。 
 

以上のことから、直営店の売上高は前年同期と比較
して112百万円増加し9,517百万円となりました。 
 
プロデュース型は、当社のプロデュース力を活か
し、様々な個性とブランド力を有するレストランと提
携するとともに、新たにホテルとの提携を進めまし
た。その結果、平均単価は2,738千円となり、売上高
は463百万円となりました。 
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売上総利益及び営業利益に係る項目の内訳
についてご説明いたします。 
 

売上総利益は、取扱組数及び挙式披露宴単
価が順調に推移した結果、計画通りの水準を
確保し、前年同期との比較では155百万円の
増加し、6,186百万円となりました。 
 

また、今期は人材及び商品・サービス力強
化への投資を継続するとともに、中長期的な
成長に向け、新規出店及び新規提携案件につ
いて先行投資を行いました。その一方で効率
的な運営を進め、販管費は計画と比較して
193百万円抑制し5,757百万円となりまし
た。 
 

この結果、営業利益は計画と比較して228
百万円増加し428百万円となり、計画を上回
る水準を確保いたしました。 
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経常損益及び四半期純損益に係る項目の解
説です。 
 

営業利益が計画を上回ったことから、経常
利益は323百万円（計画比 +223百万円）、
四半期純利益は159百万円（計画比 +109百
万円）となりました。 
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連結貸借対照表の資産の部の解説です。 

 

総資産は45,043百万円（前会計年度末比 

+408百万円）となりました。 

 

震災の影響を考慮し手元資金の流動性を確
保した結果、現金及び預金は4,519百万円と
なり、前期末との比較では425百万円の増
加、前年同期との比較では1,419百万円の増
加となりました。 

（※ 参考：2010/6末は3,100百万円） 

 

震災の影響が落ち着いてきたことから、今
後キャッシュポジションの適正化を図りま
す。 
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連結貸借対照表の負債・純資産の部の解説
です。 
 

前述のとおり、震災の影響を考慮し手元資
金の流動性を確保したため、一時的に有利子
負債は増加しております。 
 

現段階では、業績に与える震災の影響は落
ち着いてきており、今後資産の効率化も推し
進めることで、計画的に有利子負債は圧縮で
きる見込みであります。 
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続きまして2012年3月期における重点施策
の取り組み状況についてご説明いたします。 

 

1つ目は、結婚式の本質的価値（=“One 
Heart Wedding“）の実現により他社との差別
化を図ることで既存店を強化いたします。 

 

2つ目は、成長への足固めとして、前期よ
り取り組んでまいりました新規出店、提携案
件を着実に収益化いたします。 

 

3つ目は、海外事業への積極展開として、
上海サロンを拠点としたプロデュース展開を
スタートいたします。 
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まず、事業基盤の更なる強化についてご説
明いたします。 

 

当社は、施設の「一軒家貸切」、一人の
ウェディングプランナーが最初からパーティ
施工まで全てを担当させていただく「一顧客
一担当制」という業界の中でもユニークなシ
ステムによって、ご新郎・ご新婦様一人一人
の歩んでこられた人生や想いをくみ取り、オ
リジナルなウェディングを提供してまいりま
した。 

 

こうしたスタイルにこだわり多くの挙式披
露宴に携わる中で、ご新郎様・ご新婦様や親
御様、参列されたゲストの方々の「心がひと
つになる瞬間」を生み出すことが結婚式の本
質であると考えており、このような結婚式を
当社の提供する価値と位置づけ、“One 
Heart Wedding”と名付け、推進しておりま
す。 

 
この“One Heart Wedding”を支えるものと
して、ガーデン、サロン、チャペル、装飾、
会場など、結婚式創りにかかわるすべてを
VMD活動により一体化するための運営体制を
整えました。また、引き続き年間1万組の取
組み事例をT&Gナレッジシステムに蓄積、共
有する仕組みを強化しております。 
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2011年7月、イベント企画を手掛ける株式
会社レキップ・トロワと資本提携をいたしま
した。 

 

レキップ社はファッションショーやコン
サート、企業イベント等の企画・演出・運営
を行う企業であり、挙式披露宴とは異なる分
野で「プロデュース力」を発揮し、世界の一
流ブランドのイベントを多数手掛けた実績を
持っております。 
 

当社は、世界の一流ブランドも評価するレ
キップ社のイベント企画・運営力とノウハウ
を取り入れ、当社のプロデュース力と融合す
ることで、オリジナルウェディングの更なる
強化を実現します。 
 
具体的には、プレミアム層（富裕層）の挙
式披露宴“カスタムオーダーウェディング”
の獲得を積極的に推進してまいります。さら
に、二次会需要や法人需要等幅広い大型イベ
ントの受注にも積極的に取り組んでまいりま
す。 
 

将来的には、大手企業のイベント受注並び
に海外展開等を視野に入れ、T&Gグループと
しての新たな事業領域の創出を目指します。 
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次に、成長への足固めについてご説明いた
します。 

 

日本においては、中長期的に人口の減少に
よる婚姻組数の減少が予想されています。一
方で、当社が主たる事業として展開するハウ
スウェディングについては、オリジナルウェ
ディングのニーズの高まりとともに市場シェ
アが拡大すると予想しております。 

 

当社はこの市場において、マーケットポテ
ンシャルの高いエリアを選定し、引き続き既
存店強化に加え、新規出店やM&Aといった幅
広い手法によってハウスウェディング市場の
拡大とシェア獲得を図ってまいります。 

 

また、ハウスウェディングとは異なるニー
ズを持つホテル、専門式場、レストランと
いった他業態に対しても展開を積極化しま
す。具体的には、当社のソフト面を活かし、
運営受託・提携により新たなハイエンドの顧
客層を開拓してまいります。 

 

これらにより、ウェディング市場全体にお
けるシェア拡大を目指します。 
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ホテルのブライダルマーケット参入への重
点戦略として、ホテルの婚礼受託事業を推進
しております。 

 

当社は長野県に直営店を2店舗有しており
ますが、すでにご報告の通り、信州の著名な
老舗ホテルである「ホテルブエナビスタ」
（長野県松本市）の婚礼事業の受託をスター
トしております。 

 

両社の強みを融合することで、Win-Winの
関係で高品質なブライダルサービスを提供し
ております。 

 

今後も、マーケットポテンシャルのあるエ
リアにおいて、高いホスピタリティとブラン
ド力を有している著名ホテルとの提携を積極
化いたします。 
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続きまして、海外事業の展開についてご説明い
たします。 

 

当社は香港及び上海に現地法人を設立し、成長
マーケットであるアジアへの展開を強力に推進
しております。 

 
2011年3月に中国海南島で実施した、アジア全
域で絶大な人気を誇る 女優『大S』こと徐熙媛
（バー ビィー・スー）様と、中国の高級レスト
ラン『俏江南』グループの執行役員である汪小
菲（ワン・シャオフェイ）様のウェディングで
は、当社のプロデュース力が高く評価されまし
た。 

 

この実績を踏まえ、まずはハイエンドの顧客層
をターゲットとしたプロデュース事業でアジア
市場に参入し、新たなブライダルマーケットの
創出とT&Gブランドの確立を目指します。 

 

また、ブライダルプロデュースのみならず、国
内外のスーパーブランド・政府関連機関のパー
ティ等のイベントプロデュースも積極的に展開
する予定です。 

 

さらに、グループ会社で展開するハワイ、グア
ム等のリゾートウェディング施設への送客も行
うほか、将来的にはアジア市場において直営店
の展開も視野に入れた事業拡大を予定しており
ます。 
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2011年5月、上海市にウェディングサロン
を出店いたしました。同サロンを海外戦略の
拠点とし、アジア市場におけるプロデュース
事業を展開いたします。 

 

また、2011年7月に中国の現地法人である
天愿结婚庆（上海）有限公司の増資を行いま

した。これによりアジアにおける事業展開の
推進を更に強化してまいります。 
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2012年3月期の第2四半期及び通期の連結
業績予想です。 
 

第1四半期において、利益面で計画を上
回っていること、及び受注進捗が順調なこと
から、2011年5月13日に公表した第2四半期
累計期間の業績予想を上方修正いたしまし
た。 
 

通期の業績予想につきましては現時点での
修正はございません。売上高は前年同期比
3.8%の増収、営業利益、経常利益はそれぞれ
3%、7%の増益計画としております。 
 

事業基盤の強化と成長への足固めを同時に
行いながら、3期連続で営業利益20億円以上
を確保し、安定した事業基盤の構築を目指し
ます。 
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最後に、2012年3月期の配当予想について
ご説明させていただきます。 

 

2012年3月期は、適正かつ安定的に利益配
分を行う基本方針に則り、2011年3月期と同
水準となる1株当たり100円の年間配当金を
予定しております。 
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